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ABSTRACT
Up until recently, German enterprises voluntarily disclosed in
their annual reports socio-information such as employees, added
values, and environments. This can be considered one of their
characteristics. Their reports clearly differ from those of
British and US enterprises. Lately, details of socio-information
are often disclosed in the so-called Corporate Social
Responsibility Report (CSR Report) or Sustainability report
that is published separately from the annual report. The
disclosure of socio-information in the annual report now tends to
stay within the range bound by rules and laws.
This paper surveys the historical developments of German
enterprises'socio-reporting. Then, it analyzes the contents and
implications of voluntary socio-information in the German
enterprises' recent sustainability reports in comparison with
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(Sustainable Value Report 2007/2008):付加価値生成分配図表 ,資本支出5
カ年,環境保護投資5カ年,教育訓練投資5カ年,サステナビイテイ指標 (%表
示),経済指標 1収益 。税引前利益・財務指標 (収益・資本支出・償却費・営業





































(The 2008 Corporate Responsibility Repo■):付加価値分配図表 ,持続可能
性業績評価 (%)財務指標 (EBITDA等3カ年),<物量データ豊富>(環境物
量データ地域別・事業別等豊富,人的資源指標 1年金給付3カ年,各種物量デー
タ豊富|)GRI指標,Grobal Compact Co―inica ion on PrOgresss






(Corporate Responsibility 2007):財務データ (12項目,EBITDA等)人件費
明細,従業員デー タ (図表数3),環境デー タ (図表4)くGRIなし,
HeidelbergerZemment社『持続可能性報告』(E,40頁)




(NachhaltigkeitberichυSustainability Report 2008):要約データ 1持続可能性
業績 (環境指標%)。経営業績 (売上高・利益EBIT-2004を100, 5年推移),
事業別・地域別売上高, 付加価値生成分配計算図表 ,環境指標 (図表数9)従
業員 (図表数6)く磁 なι>
MAN社『持続可能性報告』(E,72頁)




(VerantwOrtung  fir  Mitarbeiter,  Umwelt  und  Gesellschaft‐Bericht/
Responsibility for Employees, the Environment and the Conllnunity-2007
Report):データ集 1主要財務数値 (事業別売上高 。税引前・後利益,地域別売















発電設備・量他,従業員物量データ豊富), 付加価値分配計算表 4カ年 :く結
果簿にGRIに合致>
*(Our Responsibility.Report 2008)(E,29頁):地域別売上高 。従業員数,環
境データ (図表数20),環境保護費用・投資明細2年,従業員データ (図表数8)
付加価値分配図表 4カ年 :く結果的に,GRll轍>




(Der Konzem im Profi1/Company Pro■le 2007‐2008):環境データ(5),従業員
データ(3)K GRIIな|し,
記述のみ
Adidas社『持 続 可 能性 報 告 書 』 (Die lntegration unserer Sozial―und





























































企 業 名 表示形式* 開示箇所/書名
国内基準 Boehringerlngelheim 1l 生成・分配(階) 状況報告 G























































































































































































































従業員   2.436(544%)
政府,公共団体 437(98%)
材料費   6,598(423%)
償却費    546(35%)
その他費用 3,973(255%)
利子費用   366(82%)
株主     227(51%)
少数株主持分  12(03%)





































































。 Empfehlungen des Arbeitskreises 《Sozialbilanz‐Praxis》, Sozial‐Bilanz
Heute,1977,In;v.Wysocki,K.,Sozialbilanzen,Gustav Fischer V.,1981.
・FASB, SFAS No.14, Financial Reporting for Segments of a Business
Enterprise,1976.
・FASB,SFAS No.131,Disclosure about Segment of Enterprise and related
lnforlnation,1997.
。GRI,Sustainable Reporting Guidelines 2006(http://―.globa reporting.
org/Reporting Framework/G30nline/DefiningReportContent).
・Gunii,T.Sustainability Reporting and Development of the Value Added
Statement,Hrsg.Albrecht, G.et al., “50 Jahre prOduktionswirtschaftliche
Forschung und Lehrご' Miinchen,2009.




・IASC,IAS l,Presentation of Financial Statements,1997(日本公認会計士協
会国際委員会訳『国際会計基準書 2001』同文舘出版,2001年).






・UNEP, RIO Declaration on Environment and Development, 1992
(http:〃― .unep.org).
・古庄修「欧州市場におけるGAAP測度と代替的業績測度の共存関係―IFRS
適用下の比較可能性の確保をめぐる論点―」『産業経理』第68巻1号,2008
年。
・向山敦夫「ドイツの『会社報告書』における社会関連情報開示の実態」山上
達人編著『会計情報とデイスクロージャーー社会関連情報の開示を中心とし
て一』白桃書房,1989年。
・向山敦夫「 ドイツ企業の社会関連情報の開示 :B.ドイツ企業と社会関連情
報」山上達人・飯田修三編著『社会関連情報のデイスクロージャーー各国企
業の社会関連情報開示の実態―』白桃書房,1994年。
・八木裕之「ドイツの環境報告」山上達人・菊谷正人編著『環境会計の現状と
課題』同文舘,1995年。
・郡司健「西ドイツ営業報告書における会計情報の開示」『大阪学院大学商経
論集』第11巻2号,1985年。
・郡司健「西ドイツ年次報告書と会計デイスクロージャー」『大阪学院大学商
学論集』第13巻4号,1987年。
・郡司健「西ドイツ企業情報開示の新展開」『大阪学院大学商学論集』第14巻
3号, 1988年。
・郡司健『現代会計の基礎―発生主義会計の展開と情報開示』中央経済社,
1989att。
・郡司健「ドイツの会計デイスクロージャーと社会関連情報」山上達人編著
『会計情報とデイスクロージャー 社ー会関連情報の開示を中心として一』自
桃書房,1989btt。
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・郡司健「会計デイスクロージャーとその展開―ドイツの企業情報開示を中心
として一」『大阪学院大学商学論集』第19巻2号,1993年。
・郡司健「ドイツ企業の社会関連情報の開示 :A.ドイツ企業と会計デイスク
ロージャー」山上達人・飯田修三編著『社会関連情報のデイスクロージャー
各ー国企業の社会関連情報開示の実態―』白桃書房,1994年。
・郡司健「環境保護と非財務情報のデイスクロージャー 非ー制度的会計情報の
開示一」山上達人・菊谷正人編著『環境会計の現状と課題』同文舘,1995年。
。郡司健「グリーン・アカウンタビリティと社会報告」飯田修三・山上達人編
著『現代会計とグリーン・アカウンタビリテイ』森山書店,1998年。
・郡司健『連結会計十U度論―ドイツ連結会計報告の国際化対応―』中央経済社,
20004F。
・郡司健「ドイツ会計報告の国際化対応―
推移―」『大阪学院大学企業情報学研究』
・郡司健「転換期のドイツ企業会計報告」
2巻3号,2003年。
・郡司健「リオ宣言 (Rio Declaration)」真船洋之助監修『環境マネジメント
ハンドブック』日本工業新聞社,2004a年。
・郡司健「環境報告 。環境会計実務における付加価値の適用」『大阪学院大学
企業情報学研究』4巻1号,2004b年。
・郡司健「環境 。CSR報告の現状と課題一環境報告から持続可能性 。CSR報
告ヘ 」ー『大阪学院大学企業情報学研究』4巻2号,2004ctt。
・郡司健「ドイツ企業会計報告の進展」『大阪学院大学企業情報学研究』第4
巻3号,2005年。
。郡司健『現代会計構造の基礎』中央経済社,2006年。
・郡司健「欧州企業による持続可能性報告の開示内容」『大阪学院大学企業情
報学研究』第7巻1号,2007a年。
ドイツ企業年次報告書の開示内容の
第1巻1号,2001年。
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・郡司健「持続可能性と環境 。CSR会計―持続可能性会計への展望―」『社会
関連会計研究』第19号,2007b年
・郡司健「コンバージェンスとドイッ連結会計報告」『大阪学院大学企業情報
学研究』第7巻2号,2008年。
・郡司健「ドイツ年次報告書における任意情報開示の変遷」『大阪学院大学企
業情報学研究』第8巻3号,2009att。
・郡司健「ドイツ企業情報開示の変容―会計基準国際化対応と任意情報開示の
変化―」「商経学叢』第56巻2号,2009b年。
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